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令和２年度事業報告 

 

 世界中で拡大している新型コロナウイルスの感染は日本都市部でも急速に拡大し、４月７

日に都市圏７都道府県に緊急事態宣言が発せられ、４月１６日には全都道府県に緊急事態宣

言が発出されました。新型コロナウイルスの感染は未だに収束の目途が立っておらず、日本

社会がかつて経験したことのない広範な経済活動の停止は、個人や事業者の収入の減少、雇

い止め、失業などを招き、多くの方々が困窮状態に陥っています。また、高齢者の外出が少

なくなることにより運動機能の低下や地域の人とのコミュニケーションが減り、認知機能の

低下や精神状態への影響も深刻になっています。  

このような状況の中、本会としても感染予防対策を徹底し、地域福祉の中心的な役割と使

命を認識しながら各事業を推進してまいりました。 

県社協の受託事業である生活福祉資金貸付制度の特例的な貸付(緊急小口資金・総合支援

資金)の相談及び申請が大幅に急増した中、生活が維持できるよう円滑に貸付を行なうこと

ができました。貸付世帯については、長期的な支援が必要であるため、世帯の状況を確認し

ながら相談体制の充実を図ります。 

また、新庄市と本会では、誰もが安心して暮らせるよう制度・分野ごとの「縦割り」や「支

え手」「受け手」という関係を超えて地域をともに創っていく地域共生社会を実現するため

に「第３期新庄市地域福祉計画・第４期地域福祉活動計画」を策定しました。令和３年度よ

りその計画が達成できるように関係機関と連携を図りながら事業に取り組んでまいります。 

放課後児童健全育成事業では、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、検温やうがい、

手洗いの徹底、消毒、定期的な換気等の予防対策を行ない、安全面に配慮しながら事業を展

開しました。 

もみの木訪問介護事業では、高齢者や障がい児者が住み慣れた地域で、安心して自立した

在宅生活を営むことが出来るように事業を実施しました。介護員の人材不足と高齢化が大き

な課題となっており、処遇改善加算を導入し、新規採用の推進と離職防止に努めました。昨

年度に引き続き、ハローワークや県福祉人材センター、本会の広報紙で求人の募集掲載を行

ないました。 

もみの木介護支援事業所では、職員を 1名増員したことで職員体制の充実を図り、円滑に

業務を遂行できました。介護サービス計画(ケアプラン)を立案し、在宅や施設で生活してい

る方々の相談に応じ、介護サービスの利用調整や関係者間の連絡等を行ない、利用者の心身

の状況にあわせて自立した日常生活を営むことができるよう支援しました。 

地域包括支援センターでは、高齢者等に関するあらゆる相談を受け止め、課題解決に向け

た助言や適切なサービスに繋げる支援を行ないました。特に認知症や精神疾患等による困難

事例が増えているため、医療機関や行政等と随時協議しながら適切な対応を行ないました。 

また、新型コロナウイルスの影響で各研修会や会議を中止したこともありましたが、感染

症対策を万全にした上で、可能な限り開催しました。今年度は、新たな取り組みとして、コ

ロナ禍での外出自粛に伴う一人暮らし高齢者の健康状態や安否を確認するため、市健康課と

見守り巡回訪問を実施するなど、新たな連携体制を構築できました。                              

最後になりましたが、各種事業にご支援ご協力をいただきました関係各位に感謝申し上げ、 

令和２年度主要事業につきまして、次のとおりご報告いたします。 
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【法人・地域福祉事業】 

１．役員会等運営事業  

（１）理事会の開催 

◇第１回理事会           令和２年 ６月８日（月） 出席理事１５名 

                            出席監事 ２名 

    ※新型コロナウイルス感染の拡大防止のため招集を中止し、書面決議を実施した。 

 

◇第２回理事会           令和２年６月３０日（火） 出席理事１１名 

出席監事 ２名 

     

◇第３回理事会           令和３年３月１９日（金） 出席理事１０名 

出席監事 ２名 

 （２）評議員会の開催 

   ◇第１回評議員会         令和２年 ６月２４日（月）  出席評議員２４名 

                               出席監事   ２名 

    ※新型コロナウイルス感染の拡大防止のため招集を中止し、書面決議を実施した。   

   ◇第２回評議員会         令和３年 ３月２９日（月） 出席評議員２４名 

    ※新型コロナウイルス感染の拡大防止のため招集を中止し、書面決議を実施した。 

    

（３）監査の開催 

   ◇第 1回監査  令和２年  ５月２２日（金）   出席監事２名（令和元年度分） 

◇第２回監査  令和２年１１月２５日（水）   出席監事１名 

  

 （４）委員会の開催 

   ◇評議員選任・解任委員会  令和２年 ６月 ９日（火）   出席委員 ５名 

    ※新型コロナウイルス感染の拡大防止のため招集を中止し、書面決議を実施した。 

◇老人福祉センター運営委員会 令和２年  ８月 ３日（月）  出席委員 ７名 

    ◇歳末たすけあい配分委員会  令和２年１２月 ８日（火）  出席委員 ８名 

   ◇新庄市善意銀行運営委員会 令和２年１２月 ８日（火）   出席委員 ８名 

  ◇表彰選考委員会          令和３年  ２月１５日（月）    出席委員 ５名 

    

 （５）その他 

◇会計訪問指導   令和２年 ５月１８日（月） 髙山税理士 

     令和２年  ９月２３日（水） 髙山税理士 

        令和３年 １月２２日（金） 髙山税理士 

   ◇福祉サービス利用援助事業ヒアリング 

        令和２年 ９月 ３日（木） 福祉サービス運営適正委員会 

   ◇福祉サービス利用援助事業に係る訪問調査 

        令和２年 ９月 ３日（木） 県社協    

◇職員採用試験       令和３年 ２月２０日（土） 

   

２．事務局運営事業 

   関係機関及び団体との連携 

 

① 行政(新庄市)との連携   

       ・事業運営に関し、所轄庁としての助言・指導をいただいた。 

・社会福祉協議会事業の情報の共有に努め、市の広報紙等に掲載協力をいただいた。        

      ・社会福祉協議会運営費、老人福祉センター運営費の補助をいただいた。 

      ・地域包括支援センター運営事業、要介護認定調査、放課後児童健全育成事業(中央・ 

日新・北辰・萩野)、地域活動組織育成支援事業、福祉バス運行管理事業、敬老会支 
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援事業を委託事業として実施した。 

    ・福祉サービス利用援助事業、貸付事業等の制度・サービスの運営における要援護者 

の支援を連携して行なった。 

     

 ②区長協議会との連携 

       ・社会福祉協議会の協力員として、常に市民の先頭に立ち地域福祉・高齢福祉事業及び共

同募金事業などの普及活動や啓蒙、広報紙の配布、会費･募金の徴収等幅広く協力をい

ただいた。 

 

 ③民生委員児童委員協議会との連携 

       ・社協の各種事業を進めるうえで、ニーズの把握や情報提供にご協力いただいた。 

        ・生活福祉資金貸付事務事業では、低所得者世帯の更生を図るため、指導や意見、対

象世帯の見守りを協力いただいた。 

・第２区民児協議会定例会における「生活福祉資金特例貸付」の説明 

      日 時：令和３年３月１７日（水）１３時３０分～１４時３０分 

場 所：新庄市役所東庁舎２０１・２０２会議室 

       ・歳末たすけあい募金の配分実施では、対象世帯の調査及び配付のご協力をいただいた。 

      

④県社会福祉協議会との連携 

         ・生活福祉資金貸付事業・福祉サービス利用援助事業を委託事業として実施した。 

・社会福祉関連事業を進める上で指導、意見をいただいた。 

   

⑤関係諸団体との連携 

・各婦人会、老人クラブ連合会、身体障害者福祉協会、更生保護女性会やその他の関

係諸団体と、共同募金活動等、各事業において連携とご協力をいただいた。 

 

  （事業効果等） 

各機関、団体のご指導・ご協力により、円滑な社協事業の運営が図られた。 

 

⑥地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に向けた取り組み 

     ・第３期新庄市地域福祉計画・第４期新庄市地域福祉活動計画を策定するため、アンケート 

調査結果を基に、検討会、推進委員会を市と合同で開催した。 

〇検討会の開催 

       ・日時：①令和２年１０月２６日（月）１３：３０～１５：４０ 

           ②令和２年１２月１４日（月）１３：３０～１４：４０ 

〇推進委員会の開催 

       ・日時：①令和２年１１月 ９日（月）１３：３０～１５：４０ 

           ②令和２年１２月２１日（月）１３：３０～１５：２０ 

           ③令和３年 １月１５日（金）１３：３０～１５：３０ 

           ④令和３年 ２月１２日（金）１３：３０～１５：１０ 

 

（事業効果等） 

       地域共生社会の実現に向けて計画的に福祉を推進できるよう地域住民・行政と協働し、 

地域・福祉課題について共有することが出来た。令和２年度中に地域福祉計画・地域福祉活動 

計画を策定し、令和３年度以降にその取り組みを推進していく。 
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３．会  費 

   会費の納入に理解を求めるとともに、納入の便宜を図るため金融機関（新庄信用金庫・新庄 

市農協・もがみ中央農協）での振込を促進した。 

また、６月下旬の５日間の期間、市役所内で行なう各種会費等の集中受付に同席し、社協窓口

を設け、納入の簡便化に努めた。 

 

   集中受付期間 ６月２２日～３０日     期間中社協会費納付地区数 １６７町内 

 

（課題等） 

社協事業への理解・協力を求める為、昨年度に引き続きホームページによる情報提供や事業 

周知を行なうことを継続する。 

 

４．実習生の受入れ 

  専門的な知識や実践力の高い人材の育成のため、将来の福祉を担う資格取得を目指す実習生 

 の受入れを行なった。 

（介護支援事業所） 

【介護支援専門員実務研修実習】 

 実習生１名         受入れ期間 令和３年１月２６日（火） 

                       令和３年２月 ４日（木） 

                       令和３年２月 ５日（金） 

（訪問介護事業所） 

【訪問介護実習】 

 東北文教大学学生１名    受入れ期間 令和２年８月２４日（月）～２５日（火） 

 東北文教大学学生１名    受入れ期間 令和２年９月１０日（木）～１１日（金） 

   

（事業効果等） 

実習生を受け入れることで、将来の福祉を担う専門的な人材が育成されると共に、指導する 

  担当者が専門職としての知識や技術の再確認を行なえた。 

 

５．職員研修 

   各事業所が個々の専門職としての知識・技術を高めるための継続的な研修の他に、社会福祉 

協議会としての危機管理対策や職員育成のための研修を行なった。 

〇メンタルヘルス研修会 

    職場におけるストレスを笑顔に変えるメンタルヘルスと、相手も自分も大切にしながら、 

それぞれがお互いを尊重して率直に自己表現を行うためのコミュニケーションを学んだ。 

日 時：令和２年１０月２８日（水）１４時～１５時３０分 

場 所：社協３階会議室 

講 師：Smile Dream アドバイザー 荒生多喜 氏 

参加人数：２６名 

 

令和２年度実績額 前年度実績額 前年度比較 対前年比 振込利用件数 

７,７９４,５３０円 ７,８４９,８００円 △55,270 円 ９９.３％  １７件 



5 
 

〇交通安全講習会 

    山形県火災共済協同組合の職員を講師に迎え、事故防止のための運転方法、冬道運転の 

ポイント、危険感受性チェックシートを用いた交通リスク管理能力の把握等について学んだ。 

日 時：令和２年１１月１２日（木）１４時～１５時３０分 

場 所：社協３階会議室 

講 師：山形県火災共済協同組合 菅野祥生 氏 

参加人数：２４名 

 

〇令和２年度新規採用職員研修 

    新たに正職員となった職員を対象に、法人組織の一員としての基本的知識の習得及び社会 

人・組織人としての自覚形成を促し、地域福祉を推進することができる社協職員に育成する 

ことを目的に行なった。 

日 時：令和２年４月２４日（金）９時～１２時 

場 所：社協３階会議室 

対 象：新規採用職員４名 

講 師：冨樫常務理事、三浦事務局長、髙橋・黒坂事務局次長 

 

〇令和２年度中堅職員研修 

 中堅職員としての自覚とともに所属部署のみならず、社協全体を考えられる視野を持つ 

社協職員に育成することを目的に行なった。 

日 時：令和２年１０月７日（水）９時～１２時 

場 所：社協３階会議室 

対 象：主事～主任までの正職員採用後概ね５～１０年程度の職員 １０名 

講 師：冨樫常務理事、三浦事務局長、髙橋・黒坂事務局次長 

 

６.各種表彰該当者の推薦 

   第７０回山形県･県民福祉大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の影響により中止となる。 

    社会福祉の分野で顕著な功績があった方に対し、その功を称え山形県及び山形県社会福祉 

協議会から表彰状が贈られた。 

 《山形県・県民福祉大会会長表彰》                （敬称略・順不同） 

民生委員・児童委員功労者   奥山仁兵衞   亀井 弘一   庄司 光昭    

               仙台 栄治   武田 文子   中塚  悟 

               福井 栄子   町田  宏   矢口伊和子                  

一般社会福祉事業関係功労者  大山 悦子   鈴木 淳一 

社会福祉事業従事者      中島 美果     

社会福祉事業協助・奉仕者(団体) 新庄市本宮１区赤十字奉仕団   

                                       

７．福祉教育の推進 

   学生からのボランティア活動の相談等を実施し、除雪ボランティアとして協力いただいたが、 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、募金活動や高齢者・児童施設でのボランティア活動 

は自粛した。 
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８．福祉サービス利用援助事業（山形県社会福祉協議会委託事業） 

   認知症の症状や知的がい害、精神障がい等によって必要な福祉サービスを自身の判断で適切 

に選択・利用することが難しい方を対象に、福祉サービスの利用手続きの援助を基本サービス 

として、必要に応じて日常的な金銭管理の支援を行なった。 

 

  最上管内利用件数 ２２件（前年度２３件）内、新規契約締結件数 ６件、解約件数 ７件 

  令和２年度相談件数 ２９１件（前年度２９７件） 

〈最上管内利用件数内訳〉                   

 

 

 

（事業効果等） 

福祉サービス等の利用援助やそれに伴う日常的金銭管理を実施することで、利用者が安心し 

て在宅生活を営むことが出来た。 

 

９．生活福祉資金貸付事業（山形県社会福祉協議会委託事業） 

   低所得者世帯等の経済的自立と教育支援を図るため、貸付を実施した。滞納者に対しては、 

償還指導、相談援助を行なった。 

 

  〈令和２年度貸付内訳〉 

 
  Ｒ２年４月～R３年３月 

資金種類 件 数 貸付金額 

福祉資金（技能習得） ２件 ２,１１２,０００ 円 

緊急小口資金 ３件 ２３０,０００ 円 

緊急小口資金（特例） ９１件 １７,１００,０００ 円 

総合支援貸付（特例） ３８件 １９,９５０,０００ 円 

総合支援貸付 延長貸付（特例） ７件 ３,７５０,０００ 円 

総合支援貸付 再貸付（特例） １０件 ５,３００,０００ 円 

合 計 １５１件 ４８,４４２,０００ 円 

 

（事業効果等） 

生活福祉資金特例貸付において、新型コロナウイルス感染症の影響により、休業や失業等の理由

で生活が困難となった方々に対して、生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行なうことでセ

ーフティネットの役割りを果たした。 

 

１０．地域活動組織育成支援事業（地域ふれあいサロン事業 市委託事業） 

 高齢者が住み慣れた地域で活き活きと過ごすことができるよう、閉じこもり予防や介護予防

を目的とした「地域ふれあいサロン」の活動や運営、立ち上げを支援した。 

   

 

 新庄市 大蔵村 

件数 ２２ ０ 
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  ◇サロン活動の実施状況 

 開催地区 実施回数（回） 参加人数（名） 

１ 下金沢地区 ７ ６９ 

２ 老人福祉センター周辺 ７ ５９ 

３ 泉田地区 ０ ０ 

４ 本合海地区 １５ ９５ 

５ 金沢新町 ８ ５４ 

６ あたご地区 ０ ０ 

７ 本宮一区 １５ １５６ 

８ 泉田桜通り ０ ０ 

９ 野際団地 ０ ０ 

１０ 八向地区 １０ １０２ 

１１ 西町地区 ３ １４ 

１２ 千門町地区 ２４ １９１ 

１３ 松枝地区 ５ ４８ 

１４ 上西山地区 ６ ５４ 

１５ 下仲町地区 ５ ３８ 

１６ 柏木山 ６ ４９ 

１７ 若葉町中央 ７ ４３ 

１８ 吉袋地区 ５ ６３ 

１９ 上仲町 ２ １９ 

２０ 鳥越 ２８ ３８３ 

２１ 栄町 ３５ ４４０ 

２２ 滝の倉 ２ １２ 

２３ 梨の木 ９ ５６ 

２４ 若葉東 ０ ０ 

２５ 小泉 ４１ ３９８ 

２６ 鉄砲町 １ １３ 

２７ 下田町 ６ ７１ 

２８ 上茶屋町 ３１ ２３２ 

 合  計 ２７８ ２,６５９ 

 

（事業効果等） 

地域の代表者とサロンの立ち上げに向けての協議や活動するために必要な支援を行なうことで、 

新たに２つの地区（下田町・上茶屋町）でサロンを立ち上げることができた。 

新型コロナウイルス感染拡大予防のため、マスク着用、定期的な換気等、予防対策を行なって実

施した。開催自粛や中止の地区が多く、昨年度より開催件数、参加人数とも減少している。 

 

  ◇地域ふれあいサロン交流会 

   地域ふれあいサロン交流会については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となっ 

た。 
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１１．福祉バス管理事業（市委託事業） 

    市の委託を受け、福祉バスの運行管理を行なった。 

 

利 用 団 体 件数 

老 人 ク ラ ブ ２ 

障 が い 者 団 体 等 ３ 

民 生 委 員 児 童 委 員 １ 

福 祉 関 係 団 体 ０ 

高齢者団体（スポーツ） １ 

児 童 関 係 団 体 １ 

地域活動組織育成支援事業 

（地域ふれあいサロン事業） 
０ 

そ  の  他 １ 

合     計 ９ 

 

 （事業効果等） 

７月より「福祉バス」がリニューアルされ、車椅子２台が乗車可能となった。７月１７日に 

新庄市役所で新庄市福祉バス運行出発式及び試乗会が行なわれた。新型コロナウイルス感染拡 

大防止のため、運行中止や利用団体の自粛により利用件数は減少した。 

 

１２．敬老会支援事業（市委託事業） 

    町内会等で開催される敬老会の行事に必要な経費の一部を助成した。 

 開催地区  ５地区 参加者 ３４１人 

 補助金額 ８９,２５２円  

 

 （事業効果等） 

敬老会を支援することで、高齢者福祉の増進に寄与した。新型コロナウイルス感染拡大予防 

のため、開催地区が９地区中止となった。 

 

１３．新庄市善意銀行事業 

    ３０，０００円を限度に生活困窮者世帯に貸付を行なった。 

 令和２年度 前 年 度 対前年比（％） 

現

年

度 

払出 
件数 ０件 ０件 ０ 

金額 ０円 ０円 ０ 

貸付 
件数 ２１件 ９件 ２３３.３３ 

金額 ４６９,０００円 １６８,０００円 ２７９.１７ 

未償還 
件数 １１件 ４件 ２７５ 

金額 １９７,０００円 ７６,０００円 ２５９.２１ 

全

体 
未償還 

件数 ２１件 １６件 １３１.２５ 

金額 ３７５,０００円 ２８６,０００円 １３１.１２ 
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（事業効果等） 

緊急的な支出を要したり、生活費が不足した相談者に対して貸付を行なうことで、セーフテ 

  ィネットとしての役割を果たした。生活困窮者の自立に向けた支援となるよう生活自立支援セ 

ンターもがみと連携して相談対応を行なえた。 

 

〈参考〉貸付年度別未償還件数 

年

度 
Ｈ20 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｒ1 Ｒ2 合 計 

件

数 
１ １ ２ １ １ ３ １ １１ ２１ 

                           ※Ｈ２９、Ｈ３０年度は０件 

 

◇フードバンクの提供 

  生活自立支援センター、行政等の関係機関と連携し、新庄市内の４２世帯に食品を提供した。 

 ※歳末たすけあい配分の該当世帯のうち、母子・父子世帯（子３人以上）の１８世帯に対し、 

共立社新庄生協からのフードドライブで寄贈いただいた食料品を提供した。 

 

１４．放課後児童健全育成事業（市委託事業） 

    市の委託を受け、市内４ヶ所の学童保育所を運営した。 

     中央学童保育所（堀端町）    日新放課後児童クラブ（松本） 

     北辰学童保育所（北辰小学校内） 萩野放課後児童クラブ（萩野学園内） 

 

施設 対象学区 職員数 
年間開所 

日  数 
定員 

利用児童数（名） 

年間利用者数 年度当初 年度末 
１日あたり

利用人数 

中央 新庄・沼田 ４名 ２９０日 ６０名  ８,６０２ ６０ ４６ ２９.６ 

日新 日   新 ８名 ２９０日 ９０名 １３,３９１ ７９ ６９ ４６.１ 

北辰 北   辰 ３名 ２８９日 ２５名   ４,０２０ ２３ １８ １３.９ 

萩野 萩   野 ３名 ２９０日 ４０名   ６,８６４ ４０ ３８ ２３.６ 

 

 （事業効果等） 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため、検温やうがい、手洗いの徹底、消毒、定期的な換 

気を行なった。 

   日新放課後児童クラブについては、入所希望者増により、児童の定員を８０名から９０名に 

変更し、職員についても２名増員した。 

新庄放課後児童クラブと明倫放課後児童クラブの開所に向けて関係機関と連携を図っ 

た。 

  (課題等)     

日新放課後児童クラブについては、入所定員増に伴い、打撲等の怪我が多くなっており、職員

の目が届きにくく安全面に不安がみられる。 

また、アレルギー体質や服薬等、特別な支援が必要な児童も増えており、職員体制の見直しと処遇

改善が課題である。 

放課後児童クラブ運営指針の子ども集団の規模（支援の単位）については、子どもが相互に関係性

を構築したり、１つの集団としてまとまりをもって共に生活したり、放課後児童支援員等が個々の子
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どもと信頼関係を築いたりできる規模として、おおむね４０人以下としているため、本会としても、

子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわしい環境を整えられるように市子育て推進課と協

議していく。 

 

１５. 連絡調整育成指導事業 

    下記の団体に補助金を交付した。 

団 体 名 内 容 等 金額（円） 

新庄市戦没者遺族会 
戦没者遺族会活動事業への支援 

(市補助金218,000円) 
２１８,０００ 

新庄市民生委員児童委員協議会 調査協力費の交付 ５６,０００ 

新庄市更生保護女性会 青少年非行防止等事業への助成 ４３,０００ 

   

 

 

 

     

がついている事業は共同募金の配分金で実施している事業です。 
   
 

１６.   企画・広報・情報事業（共同募金配分金事業） 

 （１）広報紙「社協だより」の発行 

   ◇第４２号  令和２年 ７月発行 全戸配布 

      ◇第４３号  令和２年１１月発行 全戸配布 

   ◇第４４号  令和３年 ３月発行   全戸配布 

 

（事業効果等） 

社会福祉協議会の事業内容や福祉情報、地域福祉活動を幅広く掲載し、市民の地域福祉活 

動への関心をより高めるとともに、各種情報の提供を行なった。 

 

 （２）ホームページ・フェイスブックの運営 

      

  （事業効果等） 

社会福祉協議会の事業や活動について、市民の皆様に情報を提供し、広報の啓発を図るこ 

とができた。また、災害時におけるボランティア募集等に備えるためにフェイスブックを立 

ち上げ、情報提供の体制が整備された。 

 

 

 

 

 

１７．  助成金事業（共同募金配分金事業） 

   下記の団体との協働を図り、その活動を援助するため負担金等の助成をした。 

事業実施福祉団体 内 容 等 金額（円） 

社会を明るくする運動推進委員会 少年犯罪・非行の防止、更生援助への支援 ２８,０００ 

  （事業効果等）上記の団体に助成し、事業推進を図った。 

 

 

 

新庄社協ホームページＱＲコード→ 
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１８．  社会福祉協議会表彰等事業（共同募金配分金事業） 

 （１）社会福祉協議会表彰  

※新型コロナウイルス感染の拡大防止のため授与式は行なわず、受賞された方には賞状 

と記念品を自宅にお届けした。 

    社会福祉事業に多大な貢献のあった個人・団体に対し、その功を称え表彰を行なった。 

 ◇ 会長表彰受賞者 ４名 

  《一般社会福祉事業関係功労者》                 

     押切あき子   （新庄市更生保護女性会会員） 

  沼澤 啓子   （新庄市更生保護女性会会員） 

  前島 誠一   （身体障害者福祉協会役員） 

  大場あゆみ   （新寿会職員） 

 ◇ 会長感謝状 ８名、２団体 

    《社会福祉事業協助・奉仕者》 

     福井 栄子    佐藤 茂安    加藤香代子    中山 幸子 

     大場 孝代    小原 芳子    奥山嘉代子    小松 和子 

     日新学区婦人会  沼田学区婦人会        

                                   （敬称略・順不同）                                     

（事業効果等）顕彰により更なる研鑽・貢献が期待できる。 

 

（２）敬老祝い品の贈呈 

    長寿の方々に会長の祝詞を添え、祝い品の贈呈を行いました。 

      白寿対象者    ２４名 （男   ６名    女  １８名） 

      米寿対象者   ２６１名 （男 ８６名   女 １７５名） 

   （事業効果等）祝い品の贈呈により、長寿の方への尊敬・感謝の想いを示した。 

 

１９．  心配ごと相談事業（共同募金配分金事業） 

  ◇弁護士相談 新庄ひまわり基金法律事務所  千葉剛志弁護士（令和２年１０月まで） 

                        浅沼 敬弁護士（令和２年１１月より）                         

                   毎月第３週木曜日（午後１時３０分～午後４時） 

  ◇一般相談 （社協職員対応） 平日（午前８時３０分～午後５時１５分） 

 

相談内容 弁護士相談 相談内容 一般相談 

借金・多重債務 １１ 件 生    計 ４４ 件 

離    婚 ８ 件 高齢者・介護 ６ 件 

遺 言 ・ 相 続 ６ 件 障  が  い ７ 件 

近隣トラブル １ 件 除     雪 ０ 件 

財産・不動産 １８ 件 ボランティア ０ 件 

高齢・障がい ２ 件 新型コロナ関連 ２６２ 件 

労 働 ０ 件 そ  の  他 １２ 件 

消 費 者 １ 件   
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苦 情 ３ 件   

そ  の  他 ２ 件   

合    計 ５２ 件 合    計 ３３１ 件 

 

 （事業効果等） 

弁護士相談は、法的な対応を要する問題の解決に向けての方向性を示し、適切なアドバ 

イスを行なっていただいた。一般相談は、新型コロナウイルス感染症の影響で生活困窮に 

よる貸付の相談や生活設計に関する相談が多く、福祉行政、生活自立支援センター・民生 

児童委員・山形県社協などの関係機関と連携して、相談者の自立に向けて迅速かつ包括的 

な支援を行なうことができた。 

 

２０．  援護事業（共同募金配分金事業） 

  災害被災者・交通遺児への支援 

   ・市内の火災等の災害に遭われた世帯に対し見舞金を支給しているが、今年度の支給は 

無かった。 

   ・市環境課のご協力をいただき、小学生から高校生までの交通遺児に激励金を支給した。 

    

 対 象 世 帯 金   額   (円) 

災 害 見 舞 金 ０ ０ 

交通遺児激励金 １ １５,０００ 

 

（事業効果等） 

   交通遺児激励金を支給することにより、被災者を見舞い、遺児を激励し、生活支援と福祉の

増進に寄与することができた。 

 

２１．  児童遊び場整備事業（共同募金配分金事業） 

  地域で管理している児童遊園の遊具の修繕費用や保全に必要な原材料の給付を行なった。 

 

 申請地区数 総事業費（円） 地元負担金（円） 交付金額（円） 

遊具の修繕 ３地区 
３４０,１２０ １４４,０２４ １９６,０９６ 

上西山、玉の木町、清水 

原材料支給等 １５地区 

２８７,７４１ － ２８７,７４１ 

昭和一・昭和三・赤坂・柏木原・野中・中山・中川原・ 

二枚橋・横根山・上西山・升形上二区・升形五区・清水・

市野々・福田 

  

（事業効果等） 

区長と連携し、子ども達が安全に遊べるよう地域の遊び場の保全に協力できた。 

 

 

２２．  高齢者健康対策振興事業（共同募金配分金事業） 

  会長杯ワナゲ大会の開催 

会長杯ワナゲ大会については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 
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２３．  愛のひと声運動事業（共同募金配分金事業） 

ひとり暮らしの高齢者を対象に、乳酸飲料を配りながら、声をかけることにより安否確認 

を行なった。 

配達日 毎週月・水・金曜日 

利用者 ３１名 延回数  ３,３０４回     

 

（事業効果等） 

ヤクルト配達員やケアマネジャー等と連携し、見守りを行なうことができた。 

 

２４．  高齢者世帯等除雪支援事業（共同募金配分金事業） 

    ボランティアの協力により、他から除雪に係る作業的・金銭的支援を受けられない高齢者

世帯の自宅の玄関前と軒先の除雪を支援した。 

実施回数 ：１９回（１５世帯） 

活動団体数：１１団体 

参加人数 ：ボランティア延べ１８９名、職員延べ２６名 

 

２５.   ボランティア活動推進事業（共同募金配分金事業） 

   ・ボランティアセンターとして、情報提供や活動場所との調整を行なった。 

  ・ボランティア活動保険の加入業務を行ない、ボランティア団体の把握に努めた。 

  ・ボランティアに関する研修会を計画していたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け

中止とした。 

  

（１）災害ボランティアセンターの紹介 

新庄青年会議所主催「楽しみながら防災力ＵＰ！２０２０新庄もがみ守リンピック」へ運営

協力しながら、５市町村社協（新庄市、真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村）によるブース運

営（災害ボランティアセンターの紹介）を行なった。 

日 時：令和２年１０月２５日（日）９時～１５時３０分 

場 所：山屋セミナーハウス 

派遣職員数：３名 

 

（２）令和２年７月豪雨災害に伴う災害ボランティアに関する連絡調整及びボランティア活動 

 

  １）新庄市環境課との連携 

    ・新庄市内の被害状況に関する情報共有 

    ・災害ボランティアセンターの設置に関する協議 

    ・ボランティアニーズ調査の打合せ 

    ・災害ボランティア活動時における災害廃棄物等の搬出作業立ち合い（新庄市） 

    ・災害ボランティア活動時の物品（ブルーシート、軍手等）提供（新庄市） 

 

２）災害ボランティアに関するニーズ調査 

     日 時：令和２年７月３０日（木）１３時～１５時 

     対 象：床上・床下浸水した世帯（畑地区７世帯、本合海地区９世帯） 
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３）災害ボランティア活動 

日 時：令和２年８月１日（土）９時１５分～１５時３０分 

場 所：本合海地区２世帯 

活動内容 

・宅地の泥のかき出し、土砂・流木・ごみの撤去 

・水没した家財道具等の搬出 等 

参加ボランティア：新庄青年会議所１１名、新庄郵便局長会５名 

 

   担当職員：９名 

  ※ ８月２日（日）はボランティアセンターとしての相談窓口のみ開設した。 

  

 （３）ボランティア団体との協働 

    ・大工ボランティア：新庄建築大工組合のご協力により、低所得高齢者３世帯の老朽化し 

た家屋の軽微な修繕を実施した。 

 

２６.   元気・ハツラツ予防体操事業（共同募金配分金事業） 

   高齢者の方々が生きがいを見つけ、いつまでも自分らしく健康で生活ができるよう、運動 

機能の向上を目的として介護予防体操を実施した。 

 

  開 催 日 時 ・ 場 所：①毎月第１金曜日 １３時～１４時 社会福祉協議会２階 

         ②毎月第２金曜日 １３時～１４時 老人福祉センター第１会議室 

         ③毎月第３金曜日 １３時～１４時 老人福祉センター第１会議室 

   参 加 人 数：２３７名 

  実 施 回 数：２０回 

  講    師：公益社団法人山形県柔道整復師会  

           植木 俊和 氏 （植木整骨院） 

           早坂 耐希 氏 （早坂整骨院） 

           加藤  修 氏 （かとう整骨院） 

（事業効果等） 

  ４月から９月までは新型コロナウイルス感染拡大予防のため開催を中止し、１０月から開 

始した。 

老人福祉センターの参加者が多いため、第２金曜日を追加し、利用者を分散して感染予防 

対策を行なった。中止期間中は、自宅で体操ができるように資料を送付した。中止期間中も 

継続的に体操ができるように配慮し、身体機能の低下を改善することができた。 

 

２７.   シニアタブレット教室（共同募金 地域福祉・在宅福祉事業配分） 

   シニア世代が趣味活動やコミュニケーションツールの活用を通して生きがいを創出し、 

生活に役立つ情報を得られるようになることを目的にシニアタブレット教室を開催する予定

だったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和３年度に延期となった。 
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【老人福祉センター運営事業】 

１．老人福祉センター施設管理事業 

   高齢者のふれあい、生きがいづくりの場として、より多くの方々にご利用いただけるよう 

  運営に努めた。 

 

   老人福祉センターまつりについては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

      

 ◇避難訓練及び防火設備の点検 

避難訓練や非常用ベル等の点検を実施し、利用者の安全確保に努めた。 

 

  

（１）老人福祉センター利用状況 

 

 令和２年度 前 年 度 対前年比（％） 

開 館 日 数 ２９６  日 ２９９  日 ９９ 

利

用

者 

延 べ 人 数 ７,４７６  人 １１,７３６  人 ６３.７ 

団  体  数 ７６７ 団体  １,３１５ 団体  ５８.３３ 

１日の平均利用者数 ２５．３  人 ３９．３  人 ６４.３８ 

  ※新型コロナウイルス感染拡大予防のため、4/3 から 5/17 の期間は休館、カラオケルームの 

利用中止、年度を通して利用団体の利用自粛により、利用者が大幅に減少した。 

（２）  文化教室別利用状況（社協主催事業 共同募金配分事業） 

文化教室種類 令和２年度（人） 前 年 度（人） 対前年比（％） 

生 け 花 教 室   ６７ １８１ ３７.０２ 

スポーツ吹矢教室   １４５ １９１ ７５.９２    

合    計   ２１２   ３７２ ５６.９９ 

   ※コロナウイルス感染拡大予防のため、開催自粛を行なった。    

 

２．老人福祉センター施設設備事業 

 

   ○依頼業者：サンホーム 

    屋内階段手摺補強工事 

    北側駐車場渡り廊下工事 

    北側駐車場渡り廊下用手摺工事  

駐車区分工事（ロープ）               工事費用 ３７３,８９８円 

 

   ○依頼業者：サンホーム 

    車止め工事                     工事費用 ３３０,９２４円 

   

○依頼業者：㈱石川 

    カーブミラー設置工事                工事費用  ４９,５００円 
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（事業効果等） 

  新型コロナウイルス感染拡大予防のため、検温、マスク着用、換気対策を徹底して行なった。 

施設の休館や利用自粛を行なったため、利用件数は大幅な減少となった。 

  昨年度に駐車場の整備に関する要望の署名活動の結果、今年度より、あじさい広場の一画を借

用することができた。利用しやすい環境を整えるために駐車場整備を行なった。 

 

【共同募金事業】 

  山形県共同募金会新庄市共同募金委員会と連携し、区長をはじめ多くの市民・団体等のご協力

を得て募金活動を推進した。 

 

１．赤い羽根共同募金 

  〈募金内訳〉 

 令和２年度 （円） 前 年 度 （円） 対前年比（％） 

戸別募金（町内） ３,９１１,９５０ ３,８９１,２５０ １００.５３ 

企業募金 
（会社・商店５１１、個人３） 

１,８１８,５６４ １,８４８,９８５ ９８.３５ 

街頭募金  （６団体） ４１,７３３ １１５,２４０ ３６.２１ 

学校募金（市内１６校） ２３９,７５７ １２４,９６３ １９１.８６ 

職場募金（１９事業所） ６４,６８８ ５４,８８２ １１７.８７ 

篤志募金（市民有志等） １１３,１１５ １１０,２８１ １０２.５７ 

合        計 ６,１８９,８０７ ６,１４５,６０１ １００.７２ 

※企業募金にご協力いただいた会社・商店については、令和３年３月発行の｢社協だより｣ 

第４４号に掲載した。 

〈配分内容〉 

配 分 先 
かねやまハウス、すぎのこハウス、なかよし放課後児童クラブ、新庄幼稚園

ジュニアクラブ、新庄市社会福祉協議会 

社  協 

配分事業 

老人福祉センター文化教室、愛のひと声運動事業、高齢者世帯除雪支援事業、助成金事業、児

童遊び場整備事業、社会福祉協議会会長表彰、白寿・米寿祝い品贈呈、心配ごと相談事業、援

護事業、ボランティア活動推進事業、ワナゲ大会の開催、広報紙の発行、ホームページの運営、

元気ハツラツ予防体操 

  

（事業効果等）募金の配分金を福祉施設の整備や地域福祉事業に活用し、地域への還元を図った。 

 

  〈参考〉 

街頭募金協力団体 
日新学区婦人会、沼田学区婦人会、新庄市身体障害者福祉協会、 

新庄市更生保護女性会、山形県社会福祉士会最上支部、新庄市交通安全母の会 

街頭募金活動場所

活動場所提供協力 

ヨークベニマル新庄店、ヤマザワ新庄店、ヤマザワ新庄宮内店、 

マックスバリュ新庄店、ビッグフレック新庄店 

学校募金協力校 

新庄小学校、沼田小学校、日新小学校、北辰小学校、本合海小学校、升形小学校、萩

野学園、新庄中学校、明倫中学校、日新中学校、八向中学校、新庄北高等学校、新庄

南高等学校、新庄神室産業高等学校、新庄東高等学校、新庄養護学校 

職場募金 

（募金協力） 

新庄市役所、新庄市体育協会、最上広域市町村圏事務組合、新庄商工会議所、新庄最

上地域シルバー人材センター 

職場募金 
新庄市役所市民相談室、もがみ物産館、マックスバリュ新庄店、よつば調剤薬局、セ

ブンイレブン新庄新町店、産直まゆの郷、新庄市身体障害者福祉協会(県立病院売店、
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（募金箱設置協力） 合同庁舎売店)、ファミリーマート新庄千門町店、郷野目ストア㈱中央店、郷野目ス

トア㈱桧町店、ＪＡ産直いなふね、㈱柿本商店、ダイユーエイト㈱新庄西店、新庄市

老人福祉センター、新庄市社会福祉協議会 

篤志募金 石山宣助、門脇茂、鈴木幹男、矢口實、新庄市更生保護女性会、外匿名５名 

 
（順不同・敬称略） 

２．歳末たすけあい募金 

 （１）募金活動 

  〈募金内訳〉 

 令和２年度 （円） 前 年 度  （円） 対前年比（％） 

戸別募金（町内） １,９５４,０００ １,９４７,３５０ １００.３４ 

篤志募金（市民有志等） ３３,６００ １０,３４７ ３２４.７３  

合   計 １,９８７,６００ １,９５７,６９７ １０１.５３ 

   篤志募金協力 ： 山形曹洞宗青年会最上支部 （敬称略） 

 

 

(２）歳末たすけあい運動 

    共同募金運動の一環として、市民の皆様からお預かりした歳末たすけあい募金について、 

   新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人達が安心して暮らせるよう配分委員会を開 

催し、効果的に配分した。 

〈配分内訳〉 

世 帯 区 分 対象世帯数（世帯） 配分金額（円） 

準 生 活 保 護 世 帯   １３ １９５,０００   

高 齢 者 世 帯 ４５ ６７５,０００   

母 子 ・ 父 子 世 帯 ２４ ３６０,０００   

障 が い 者 世 帯   ８ １２０,０００   

入 院 ・ 入 所 世 帯   １ １５,０００   

そ の 他 困 窮 世 帯   ５ ７５,０００   

合 計 ９６ １,４４０,０００   

  ・配分額 現金１５,０００円×９６世帯＝１,４４０,０００円  

           白米：６００Ｋｇ （６０袋） 

 ・地域福祉活動費として４８８,６００円  新庄市共同募金委員会事務費として５９,０００円 

  

（事業効果等） 

配分金は民生委員児童委員や関係機関と協力を得て､効率的に調査・配分することができた。 

白米は、谷地小屋の故太田進氏のご遺族である太田義次氏より寄贈していただいた。 

 

【介護等支援事業】 

１．介護支援事業（もみの木介護支援事業所）  介護支援専門員 ６名 

介護を必要とされている方が自宅で適切にサービスを利用できるように、介護支援専門員が心身

の状況や生活環境、本人・家族の希望等に沿って、ケアプランを作成し、医療機関、サービスを提

供する事業所等との連絡・調整を行なった。 
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 令和２年度 前 年 度 対前年比（％） 

要 介 護 

件数 １,７３５件 １,６８０件 １０３.２７ 

収入 ２７,１３６,５４０円 ２６,２５６,８６０円 １０３.３５ 

要支援・事業対象 
件数 ３５９件 ２５５件 １４０.７８ 

収入 １,４３７,６１０円 １,０２３,２６０円 １４０.４９ 

認 定 調 査 
件数 １３７件 １４２件 ９６.４８ 

収入 ５０８,２００円 ４６４,２２０円 １０９.４７ 

合  計 
件数 ２,２３１件 ２,０７７件 １０７.４１ 

収入 ２９,０８２,３５０円 ２７,７４４,３４０円 １０４.８２ 

 

（課題等） 

介護支援専門員１名増員となり、収入は全体で１,３３８千円増額となっている。 

コロナ禍の影響により入院時の面会制限が設けられたため、末期がん等の在宅看取りの支援が増

えた。コロナ収束の目途が遠く、今後も短期支援の利用が増えると考えられる。 

多様な生活問題を抱える相談も多く、引き続き、利用者や家族に寄り添った支援を行なう。 

 

２．訪問介護事業（もみの木訪問介護事業所）    介 護 福 祉 士       ８名   

                               ホームヘルパー２級    １１名  

（令和３年３月３１日現在） 

介護を必要としている高齢者や障がい児者及びその家族が、住み慣れた自宅で自分らしい毎日 

を送れるよう、心身の援助を行なうと共に、居宅介護支援事業所等の関係機関と連携し業務を推 

進した。 

 
 

 令和２年度 前 年 度 対前年比（％） 

訪問介護 

事  業 

件数 ７０３件 ７００件 １００.４３ 

収入 ３３,１０４,１９６円 ３５,４５６,７４０円 ９３.３７ 

障害者自立

支援事業 

件数 ８４件 ７１件 １１８.３１ 

収入 ９,４４２,０６０円 ８,８７８,７８０円 １０６.３４ 

ひまわり介護

サービス事業 

福祉有償運送

含む 

件数 ６６件 ６７件 ９８.５１ 

収入 ２７２,５３５円 ２８６,５２０円 ９５.１２ 

合  計 
件数 ８５３件 ８３８件 １０１.７９ 

収入 ４２,８１８,７９１円 ４４,５９２,５９４円 ９６.０２ 

 （課題等） 

・コロナ禍の中、予防、消毒等を徹底して事業を継続する。 

・障害者自立支援事業は障がい児の利用が２名増えたことにより前年度と比較し増収となった。 

・研修や月例会はコロナ禍の中でできる範囲で行ない、介護員の質の向上、健康管理に努めた。 
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・訪問介護については、居宅介護支援事業所からのケース紹介は増えてはいるが前年度と比べ 

ると収入は２,３５２千円の減少となる。令和元年度と平成３０年度を比較すると半減している。 

年々減収が続いているため、増収に転じるように努力していく。 

・処遇改善加算手当の支給により、介護職員のモチベーションが飛躍的に向上した。 

・退職した介護員の欠員を埋めることが出来ず、人材不足が大きな課題である。人材確保の為、 

ハローワーク、福祉人材センター、社協広報紙で介護員の募集を継続している。 

・福祉有償運送サービス事業については、運転できる有資格者が１名のみのため、研修を受講 

し、資格者の増員が必要である。 

 

 

【地域包括支援センター運営事業】 

１．地域包括支援センター事業   主任介護支援専門員  ３名 ・ 保 健 師  ２名 

社 会 福 祉 士  ３名 ・生活支援コーディネーター １名 

認知症地域支援推進員 １名(保健師１名が兼務) 

事務補助員  １名   

 

 令和２年度 前 年 度 対前年比（％） 

相 談 事 業 
総 合 相 談 ７,５９４件 ７,８２９件 ９７.００ 

内 介 護 相 談 ２,７０３件 ２,８３１件 ９５.４８ 

  

 ①認知症サポーター養成講座 

   認知症について正しく理解し、地域で認知症の人やその家族に対してできる範囲で手助けす 

る認知症サポーターを養成した。 

  場    所：東北労働金庫、わくわく新庄(第３区民児協)、萩野地区公民館(第１区民児協) 

  開 催 回 数： ３回 

  サポーター養成人数：４６名 

 

  ②オレンジカフェ（認知症カフェ） 

   気軽な雰囲気で認知症について学んだり、認知症を話題に交流できる場所として開催した。 

    場 所：ひと休み いっぷく 

    開 催 回 数：１０回 

    参 加 人 数：８３名 

 

 ③いきいき百歳体操（筋力運動）・かみかみ百歳体操（口腔体操） 

   高齢者の社会参加と健康寿命の延伸を目的として、通いの場の支援を実施した。 

№ 開 催 場 所 開 催 日（曜日） 開催回数（回） 参加延べ人数（名） 

１ 老人福祉センター 毎週 月・木    ７８   １,３１０ 

２ 新庄市体育館 毎週 月・木    ６８    ６９４ 

計 １４６ ２,００４ 

 

 ④包括的・継続的ケアマネジメント 

○介護支援専門員資質向上連絡会の開催 

 介護支援専門員同士の実践力向上やネットワーク構築のための研修会、情報交換会、事例検 

討会を開催した。 
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 場 所：新庄市社協３階会議室、わくわく新庄２階研修室 

 開 催 回 数： ４回 

 参加延人数：介護支援専門員６２名 

○介護支援専門員への個別援助 

 介護支援専門員へ必要に応じてサポートを実施した。困難事例については、同行訪問や関係 

機関との連携を支援した。 

 ・相談件数：２７件 

 ・メールによる情報発信：４回(３１事業所) 

 

⑤自立支援型新庄市地域ケア会議の開催 

 多くの専門職が協働し、個別ケースの課題や支援内容を検討し、高齢者の課題解決を支援し 

た。また、外部助言者からの専門的な助言を受け、自立支援につながるケアマネジメントの実践 

力向上を図った。 

 開 催 日 程：毎月第３水曜日 

 検討ケース：２７ケース 

 延参加者：２３９名 

 参加メンバー：新庄市、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、サービス提供事業所、 

外部助言者 

 

⑥一人暮らし高齢者世帯への巡回訪問 

市内７５歳以上の介護サービスの利用や健康診断を受けていない一人暮らし高齢者世帯を市 

健康課と巡回訪問し、布マスクを配付しながら、健康状態の確認や相談先の紹介、健康に関 

する情報提供を実施した。心配な高齢者世帯には、再訪問を実施し、必要に応じて介護サー 

ビス等に繋ぐ等の支援を行なった。 

 

訪問時期：６月下旬～７月中旬  訪問世帯：３７７世帯  心配高齢者世帯：１６世帯 

 

（事業効果等） 

  地域包括支援センターの三職種（社会福祉士、保健師、主任介護支援専門員）が各専門性を 

活かした相談支援を実施することができた。今年度は、新型コロナウィルスの影響で外出自粛 

となっている一人暮らし高齢者世帯の見守り訪問を実施し、安否確認や困った時の相談先の周 

知を実施できたことが大きな成果であった。また、各事業において研修会や会議を一部中止し 

たこともあったが、感染症対策をしながら、可能な限り開催することができた。今後は、オン 

ラインを活用した研修会を検討していく。 

 

２．介護予防支援事業（もみの木介護予防支援事業所）   

介護予防ケアマネジメント 令和２年度 前 年 度 対前年比（％） 

総  件  数 ４,６０８件 ４,６１８件 ９９.７８ 

  内センター作成分 １,４５４件 １,５８２件 ９１.９１ 

委 託 件 数 ３,１５４件 ３,０３６件 １０３.８７ 

収 入 金 額 ２０,２００,６２０円 １９,２９８,９１０円 １０４.６７ 

委託費支出金額 １２,４９２,３４０円 １２,３３２,３１０円 １０１.３０ 
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（事業効果等） 

   新型コロナウィルスの影響で、サービス利用を休止した事業所があったため、令和２年４月 

から５月にかけては、ケアマネジメントの件数が大きく減少したが、６月以降は増加傾向となり、 

年度を通して前年度と同等の件数で推移した。全体的に保有ケースが増加したため、居宅介護支 

援事業所に委託するケースが増えたが、適正なケアマネジメントとなるよう、各事業所へ適切な 

指導を行なうことができた。 


